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昨年度からの研究テーマ「国際社会で、発信する能力の育成j への 3年目の敢り組みの概要を振り返る。

昨今、社会人だけではなく、学生にも英語でのプレゼンテーション能力が求められるようになってきている。

本稿では各学年の取り組みを紹介する。
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1. はじめに

1.1 研究テーマ

本校は、一昨年度より新SSH研究校に指定され、学

校全体として以下の目標を掲げて研究活動を進めてい

る。以下は昨年度の論集にも掲載したことであるが、

基本的なスタンスに変更はなく、再掲する。

( i )サイエンス・コミュニケーション能力を育成する

少人数学習の研究と実践。

(並)国際科学五輪など、世界を視野に入れた生徒の自

主的研究・交流活動の支援。

( iii)科学者・技術者に必要なi幅広い科学的リテラシー

を育てるプログラムの実施。

(iv)先端技術・研究の成果を活かした授業の普及と次

世代SSH教員の養成。

(v)中高一貫SSHの完成に向け、中学に重点を置いた

カリキュラム・教材の開発。

英語科では 2007年度からの 5年計画において次の

自標を立てた。

①科学的内容の教材開発とカリキュラム研究

②生徒各人が口頭発表する能力の養成と科学的リ

テラシーの育成

1.2 学校目標達成のための取り組み

5つの学校目標のうち、英語科としては(iv)を除いた

4点に関して、具体的に以下のような取り組みを継続し

ている。

l)(i)rサイエンス・コミュニケーション能力を育成

する少人数学習の研究と実践j と関連して、科学的教

材や論文などを活用し生徒のプレゼンテーション能力

の育成をはかる。これについては、後の r2. 具体的な

取り組みj の中で実践例を挙げる。

2) (註)r国際科学五輪など、世界を視野に入れた生

徒の自主的研究・交流活動の支援j に関しては、各種

イベントに参加し、英語で発表を行う生徒をサポート

する。

3) (iii) r科学者・技術者に必要な幅広い科学的リテラ

シーを育てるプログラムの実施j の一貫として、講演

会やワークショップを実施する。

今年度は東京大学の沼弁邦嘉先生による講演会明記

から言語へ~科学はここが面白い""'Jを開催し、ヒト

の脳の中にある、言語を介在した認知のシステムとは

どのようなものか、というテーマで講演をしていただ

いた。内容は深いものであるにもかかわらず、受講者

の中には中学生も含まれていたため、わかりやすく話

をしていただいた。本校生徒が「言語に関連した科学

的な視点」を養う良い機会となった。

4) (v) r中高一貫SSHの完成に向け中学に重点を置

いたカリキュラム・教材の開発j を視野に入れ、英語

科で従来進めてきた中高一貫の 6ヵ年のシラパスを発

展させる。

To Further Develop Students' Oral Presentation Skills for Math and Science (3) 
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1.3授業構成とシラパス

本校の英語の授業時数は以下のとおりである。

中 1 英語J4時間 (LL・TI各 1時間を含む)

中2 英語J4時間 (LL.TI各 1時間を含む)

中 3 英語J4時間 (LL・TI各 1時間を含む)

高 1 英語IJ3時間+ rOCIJ 2時間

高 2 英語IIJ4時間 (TI1時間を含む)

高 3 リーディングJ3時間

「ライティングJ2時間

このうち、高 3の授業は選択である。高 3で全く英

語を取らないことを可能にしているカりキュラムは普

通科の学校でも珍しいものであろう。

本校は中学各学年 3クラス、高校各学年 4クラスと

小規模佼で、あるため、各担当者が学年の全クラスを受

け持つ。そのため担当者間の進度調整に悩む必要はな

く、それぞれの担当者の持ち味で、授業を進めていく

ことができる。ただし、英詩科全体としてひとつの方

向性を持てるよう、過去のフ。ロジェクト研究などを通

じて、共通理解=ガイドラインを構築してきた。

ここでは特に、口頭発表に深くかかわるスピーキン

グ指導のシラパス例を示す。

く基礎期:中学 1・21:/三>

・個々の発音・遮音・リズム・イントネーション(基本)

・つづりと発音の関係(フオニックス)

・4会ペJ物をヒントにした oralreproduction (show & 
tell， story te山ng，etc.) 

-身近な事柄を英語で説明(自己紹介など)

く実践期:中学 3年・高校 1年>

・リズム・イントネーションの効呆的な使い方(応用)

.さまざまな形式による口頭発表 (recitation，speech， 

skit， etc.) 

・より内容のある事柄を英語で伝える(体験談、興味

のあることの説明等)

く発展期:高 2・3年>

・より高度な内容を英語で伝える

-自分の考えを相手に正確に伝える

-意見交換を行う (discussion，debate) 

(W筑波大学附属駒場論集』第 45集(2005))

相当に大まかなシラパスであるが、英語科の場合、

教科書が変われば、扱う内容にも変化があり、導入す

る文法項目にも多少移動があったりする。このことを

考えると、大まかなガイドラインを共通理解にして、

それを念頭におきつつ担当者が各自のスタイルで、授業を

展開することがむしろ重要である、と言えるであろう。

2.今年度の具体的な取り組み

2.1 中学 1年生 (63期) 担当:多尾奈央子

2. 1. 1はじめに(基礎期初年度の目標)

本学年は、筆者が JTE単独の通常授業 (2単位)+ 
TT授業(1単位)を担当し、 LL授業(1単位)を別

の教員が担当している。教材は、通常授業では三省堂

のNewCrown English Series 1を、'ITでは Let'sGo 

(Oxford University Press)をそれぞれ基本としてその

他数種の ELT教材ーから作成した自主教材を使用して

いる。

生徒達は小学校で多少なり外国語活動で英語に触れ

てきたとは言え、年度当初のアンケートでも判ったが、

「学習する対象j である科目として英語に触れるのは

やはり初めてである。今後 6年間の指導を考えたとき

に、この導入期に英語嫌いを作らずに、運用能力や習

得には基礎力や実際の使用練習がし 1かに大切かを伝え

理解させること、それを実践することを最重要目標と

した。具体的な内容は以下に述べる。

2.1.2具体的な取り組み

2. 1. 2. 1 通常授業

以下が上述の目標到達のために日々の授業で、行った

こと、留意した点である。

① Ton伊 eTwisters 

授業の warmupとしての位置付-けだけではなく、

英語を学習するときはその文字だけでなく、音声も併

せて学習すること、反復練習で内在化を促すこと、日

頃しないような発音や口の動きに慣れることを図った。

ただ、早く上手に言えないおもしろおかしさで終わら

ぬよう、毎回紹介前にポイントとなる音声(発音記号)

を示し、それに意識を向けさせた。以下に例を示す0

・Redlorry， Yellow lorry 

. Cheap srup trip 

. Purple paper people 

. Smelly shoes and socks shock sisters. 

②前時のTI授業の復習・発展

「聞く・言う・話すJ主体で学習した内容を、「読む・

書く」で復習した。導入した新文法事項をこのときに

説明し、知識として理解させることとした。

③教科書本文
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教科書本文を発展させ、より生徒自身の日常と関連

のある教材にすることを留意した。触れた英文を他人

事とせず、自身に何カ￥接点を持たせることで受ける・

残る印象は大いに違う。本文を例文集としてとらえ、

語支を置き換えると多様に文章を作ることができるこ

とを経験で学習できる機会を多く設けた。ここでも音

声面での反復練習を徹底した(repea ting， chorus 

reading， read and look up， gapped-

read-and-lookup)。

で自然に pauseが入り、自然と効果的な intonation

及び gestureを学習することができた。

2.1.3今後の課題

単元・言語材料として具体的な「科学j を扱うことは

なかったが、本稿1.2.の2) (u) wr国際科学五輪な

ど、世界を視野に入れた生徒の自主的研究・交流活動

の支援」に関しては、各種イベントに参加し、英語で

発表を行う生徒をサポートする。』の基礎力を身につけ

ることに集中した。来学期は科学的内容を直接的に使

2.1. 2. 2 Te細 Teaching授業 用するまでは行かずとも、「科学jを考えるきっかけと

新たな文法事項の導入にあたって、まず使用場面か なるものを学習材料として扱う予定である。

らどういった表現を発話する必要があるかを考えさせ、

英語での表現を紹介し、パターン練習から身近なもの

の詩集に置き換えたり、自分たちで自由な状況を設定

してベアで発話練習を繰り返した。読んだり書いたり

することは最低限にした。学期末にはそのまとめとし

てスピーチを行ったが、 1学期!のスピーチではまだ知

っている文法事項が極端に少ないために、発表におい

て大事なポイントである「大きな声で、聞いている人

の目を見て、はっきりと話すJを徹底することに集中

できた。「話すJことにおいてはさらに相手に「伝わっ

ているJかが大事であることを指導した。

【2学期末のスピーチ例] (原文のまま)

My Lucky Bill， 5，000 yen. 

Good morning everγbody! 

My lucky item is (. .. ) old five thousand yen bill. 

He is Mr. Nitobe. He is inte出gent. If 1 use this 

bill for Mac Porks， 1 get (一.)出tyI¥1ac Porks! But 

1 don't want to use this bill now. Because ( ・・・ ) 

this bill was printed， but not now， and its value will 

be up in futur・e，1 think. If 1 use this bill for Mac 

Porks， then 1 will get (一.) 100 Mac Porks!! Wow， 

1 will get double! How lucky 1 aml Thank you. 

*(一.)は pause箇所

この 2学期末のスピーチは「自分にツキをもたらすも

の:My Lucky Gtem/food/number!T-shirtなど)J を

テーマとした。上記の例は発話 (delivery) に於し、て

も原稿も audienceとのinteractionもとてもすばらし

し1もので、あった。原稿中、聞き手には明らかに判らな

い難しい語があるが、この発表者は聞き手に正しく伝

えることに大変工夫をこらし、 visualaid としてポ

スターを数枚用意していた。ポスターをめくるところ

2.2 中学2年生 (62期) 担当:山田忠弘

2.2.1 T T授業(週 1時間)

昨年に引き続き、 TTの授業では全員がクラスの前

で英語を話す機会をほぼ毎回与えている。会話練習

(pair work)で、は、教科書で扱う文法事項を先取りする

こともある。以下の 2例で( )内は生徒が好きな語句

を入れて行う。

A : What do you like doing? 

B : 1凶a(climb)ing mountains. How about you? 

羽市atdid you enjoy doing in this summer 

vacation? 

A : 1 enjoyed (bodyboardhng. It was (exciting). 

* * * 
A : (Women) are (better nurses) than (men). 

B : Why? Because (women) are (gentler). 

また、授業最初の W紅 m-upとして自分の意見やその

理由を英語で簡単に言わせることも行っている。

Did you want the 01ympic Games to be held in 

Tokyo? 

→Yes / No， because 

Do we have to do anything to stop global 

warming? 

→Yes， we have to '""'-' because 

No， we don't have to do anything 

because 

どちらの場合も、正確な発音や文法より、大きな声と

わかりやすいスピードでクラス全体に伝わっているか

どうかを重視して指導している。難しい語や文法・語
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法の誤りについては、クラス全体で共有できるように 切だと思われる。

各発表後に板書やAETの説明を加える場合もある。

毎学期終わりにはテーマを決めて原稿を書かせた上で、

スピーチを行うが(参考資料 1)、聞く側の生徒には簡

単な評価表に記入させ、聞き取りやすさ、内容の分か

りやすさについても評価ポイントとしている。

2.2.2 教科書を使用した授業(週2時間)

教科書は三省堂NewCrown English Series 2を使

用し、 1ページ毎に chorusreading→本文説明→自作

プリント(参考資料 2)による文法演習というオーソド

ックスな流れで進めている。 2学期で教科書及びその

文法事項は終了させ、 3学期は先取りはせずに別の読

み物を扱うのが木校中学の英語では一般的な形である。

不定詞までの学習を終えると、ある程度の簡単な文章

を読むことが可能になるため Lesson 7の rHeat

IslandsJに関連して、インターネットの Encyclopedia

of Earthというページから補助教材(参考資料3)を作

り、辞書を使いつつ大意を理解する練習を行った。今

後もこのような形での補足を随時行う予定である。

2.3中学3年生 (61期) 担当:秋元佐恵

2.3.1基本方針

6年間の、ンラパスの中で「実践期Jにあたる中学 3

年では、「学んだ知識を使えるアイテムへJを基本方

針に学習を進めている。たとえば、中 3の大きな文法

項目である関係代名詞も、知識として知っているだけ

ではなく、読んで聴いて、さらに自分のスピーチの中

で自然に発言古できるようになって初めて「使えるアイ

テム」になったと言える。中 1・I=jJ2で学んだことを

基礎に、高校に向かつて必要な英語力をバランスよく

身につけることが目標である。

2.3.2通常授業での取り組み

週 21]寺問の教科書λTewCrown3を用いた授業では、

題材に応じて様々な方法を試みたが、以下の 3点は年

間を通して行なったことである。

2.3.2.1 教科書本文の正しい読み書き

授業中は発音をうるさく注意しながら音読し、最後

は文の初めのみヒントを与えて言えるようにする。そ

の後、小テストで確認する。教科書は簡単、と思って

し、る生徒は多いが、基本をおろそかにしない姿勢は大

2.3.2.2. 学んだトピックの読解・発展語棄の習得

各課のトピックに関する長文や、 Catci1a wave (中

学生向け英字新聞)を読解し、語葉をべアワークなどで

覚えるようにした。これは、学年のはじめのアンケー

トで、語葉を増やしたいという声が多かったためであ

る。

2.3.2.3行事の英作文とフィードパック

文化祭や校外学習などの行事のあと、 1 0分程度時

間をとって英作文を書かせた。事前にモデノレ文を見せ

てハードルをあげておくと、良いものを書こうとする

生徒が多い。

また、書かせた作文のなかから、そのつど良い作品

を複数 (20編ほど)選んで全員に配布するよう心が

けた。これには労力が必要だが、喝載された生徒のな

かには、その後の取り組みが目に見えて変わる者もあ

り、今後も続けようと思っている。

以下は文化祭からの作文例である。いずれも学年内

では中ぐらいの英語力の生徒だが、習った構文をうま

く使えていたので、生徒たちには模範として紹介した。

1 was a stage manager. The casts and 1 have 

practiced the drama of 3B“Halcion Days". We 

played the dralna three times during .the 

school festival. It was not perfect， but we did 

our best. We received the excellence award. 1 

am glad， but I'm sorry that we couldn't get the 

highest award. 

1 enjoyed all the performances in the school 

festival. The best perfonnance 1 enjoyed was 

the conte [short comic pel必Irmance]of the 

third year senior high school. Their conte was 

so nice that 1 was deeply moved. 1 want to see 

lt again. 

2.3.3 TT綬業での取り組み

週 1回ネイティブの英語に触れられる貴重な機会な

ので、なるべく多くの英語を聞き、発話させることを

心がけた。

シラパスで、の中 3のスピーキング指導目標は「より

内容のある事柄(体験談・興味あること)を英語で伝

えること」となっている。これに従って、今年度は以
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下の 6つを行なった。

1. Self-introduction 

2. Show & Tell 

3. Interview with someone famous [pair work] 

4. "My Hero" Speech 

5. Telephone Conversation Skit [pair work] 

6. Make a Skit based on a Japanese children's 

story [group work] 

スピーチに関しては、 1学期はアイコンタクトや発

音の明瞭さを意識させるのみとし、 2学期になってか

らスピーチ原稿の作り方を学んだ。教科書でキング牧

師を学んだ直後に書かせた''MyHero" Speechは、大

教室の壇上でマイクをもって行なったこともあり、 1

学期よりもパフォーマンス・レベルが上がったと感じ

た。以下はパフォーマンスも作文も満点の原稿例であ

る。

Hello， eveηone. Today 1 am going to talk about 

my hero， Bill Gates. Look at this book. You have 

read this year for your homework this summer， 

haven't you? As you know， the title of this book is 

“The Road Ahead." It was written by Bill Gates， and 

told many new things that will be useful in my 

future. Before reading it， 1 didn't know him very 

much. But after reading it， 1 got to respect him. 

There are two points why 1 respect him. First， 

his competence as a student. For example， foresight. 

1n this book， he said， "The 1nternet will be a road to 

many places." Actually， today， the 1nternet is 

necessary all over the world. Second， his character 

as a man. He is not only clever but also funny. His 

smile makes us happy. 1n conclusion， 1 would like to 

be a student like him someday in the future. Thar虫

you for listening. 

なお、各学期の最後には、 ALTとの会話テストを実

施した。

2.3.4今後の課題

全体的に発表能力の高い集団であるが、まだまだ授

業改善の余地があるように思われる。英語の場合、あ

る程度の styleや formが必要であるが、初めに形式

を与えるのがよいのか、それともある程度自由に発

想・創造させたほうがよいのか、常に迷うところであ

る。今のところ、ある程度自由に発表させ、そのなか

でよい例を号|し、て、構造分析させるのがよいかと考え

ているが、題材や訪提重によるのかもしれなし 1。今後は

より様々な教材に触れさせ、発信能力を高める授業づ

くりを目指したいと思う。

2.4 中学3年生テーマ学習 (61期)担当:加藤裕司

今年度は、昨年度に引き続き、「アメリカの小・中生

の語集に挑戦j というテーマでアメリカ人の先生が行

った授業を聞いて、アメリカの小中学生なら誰でも知

っている語奨を増やそうという選択授業を行った。「英

語で授業を受けてみる(小学校編)J中谷美佐著、ジャ

パンタイムズ発行のもので、付属のCDを聞かせ、そ

の後スクリプトを与えて解説するという形で、行った。

扱った内容のうち、数学・科学に関係のある話題は

FW1damental CalculationsとAI・easOf Basic Shapes 

の2つで、ごく基礎的詩集を学習した。

聞かせた内容のスクリプトの一部は以下の通りである。

Now， let's tall¥: about the formula for finding the 

area of a triangle. The rule is the same for all 

triangles， but it is easiest to understand by looking 

at a right仕iangle，one that has a right angle. Now， 

please cut one of the corners off your paper. Make 

sure you cut in a straight line仕omone side of the 

page to the other. That is a right triangle. Lay that 

piece on top of another corner of your paper and 

make an exact copy. 1n a 111oment， we will use these 

two little triangles to discover why the formula for 

the位 'eaof a triangle comes fr0111 the formula for 

the area of a rectangle. 

ここで、扱った語葉は以下の通り。

shape， square， circle， equal， comer， perpendicular， 

side， height， fom1Ula， grid， divide， pointy angle， 

base， obtuse angle， slant， rectangle， triangle， 

area， perimeter， angle， right angle， four-sided figure， 

length， wide， mark 0任tall，row， acute angle， one half， 

straight line 
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日本語で、は小学生にとってもごく当たり前の語集で

あっても、検定教科書の語奨は圧倒的に少ないため、

生徒にとっては難しく感じたようである。

2. 5 高校 1年生 (60期)オーラルコミュニケーショ

ンI 担当:平原麻子

2. 5. 1はじめに

本校は「オーラルコミュニケーション IJ2単位時間

を高校 1年生の必修科目として履修させている。週 2

時間のうち、 1時間は LL教室を使って主にリスニン

グ力とスピーキングの基礎力養成を目指し、 1時間は

ネイティブ教員とのティームティーチングにあてて口

頭発表能力の育成を図っている。

2.5.2 LL 授業での取り組み

(1)教材

間 140語のスピードに挑戦中である。

練習手順は、 1 ) トランスクリプトを見ながらテ

ープ聞き、音声の特徴をつかむくlistening>→ 2)

テープの後についてリピー卜するくrepeating>→

3)テープと同時に読むくoverlapping>→4)個人

練習→ 5) テキストを見ずにシャドウイングをする

くshadowing>→6) 自分のシャドウイング音声を

録音し、聞き返して反省材料にする

( 3)授業の一例

題材:“Arctic Whale Danger!"(上記 National

Geographicの教材より)

手)1慎:

1) 

2) 

ワークシートを使って新出単語の確認

概要に関する質問を示したあと、 DVD(約 3

分)を視聴可その後、質問の答えを確認、

ひとつのコースブックを採用することはせず、生徒 3) CDでナレーションのみを聴きながら、ワー

クシートに印刷された、細部を確認するため

の文章にキーワードを書き込んで、しだ。この

とき同時に、ナレーションを各自のブースで

テープに録音する。

の興味関心や能力の進捗状況に応じて色々な教材を使

し、分けている。

特に科学的な英語を意識した教材としては、

National Geographic “Foot Print Reading 

Lい」λib伽〉苅x万ra紅I巧3γずr'ペ，

材材-は 1つのテ一マに関して DVDによるI映吹イ傍完象i、CDに

よる音声、およびブックレットによる文字資料が一体

化されており、内容も「火11jj r北極の生物Jr雪」な

3) の解答を確認、後、ナレーションのトラン

スクリプトを配布。各自の録音テープを聞き

ながら、印刷されていない部分をディクテー

ションして文章を完成させる。

ど科学的な英語が自然に学べるよう組み立てられてい 5) トランスクリプトの一部を選び、 (2)⑤の手

順で、シャドワイング練習をする。て使い易い。

(2) LLで鍛えるスキル

総合的なプレゼンテーション能力を伸長させるため

に、 LL授業において意識的に鍛えているスキルは以

下のようなものである。

①概要をとらえるトップダウンのリスニング

②ひとつひとつの音の変化に対する気づき

③正確なディクテーション

これは②と深く関連するスキルだが、文法力を鍛

える上でも役立つ。例えばIiLやIt1Lといった、慣

れないうちは聴こえない音も文法知識があれば補

って1恵くことができるようになる。

④意味を伝えられる音読

⑤シャドウイング

シャドウイングを取り入れた授業は最近の流行で

はあるが、リスニングのみならずスピーキング能力

をつけるためにも役立つと言われている。 1学期の

初頭から毎回の授業で少しずつ導入し、現在は 1分

2.5.3 TT (ティームティーチング)綬業での取り組み

( 1 )教材

採択教科書 nnteractOral Communication U (柄
原書応)を適宜利用している。その他、担当 ALT自

らが書いた文章やインターネット上のニュース記事な

ども使って、できるだけ時事的な英語に触れられるよ

う工夫している。今年度は新型インフルエンザ、の話題

く資料 1>や日米両国での民主党の勝利などを扱った。

(2) TTで鍛えるスキル

①日常的な場面において自分の気持ちゃ考えを英語で

適切に伝える

②人の話を聞きながら的確にノートを取り、その内容

を自分の英語でまとめ、発表する。また聞いた内容

に関して積極的に質問をする

③論理的な話し方を身につける

- 128 -



(3 )授業でのタスク

上記のスキル獲得を目指し毎時間、様々なタスクを

行っている。また、各学期末には個人やクツレーフ。で、取

り組む実技テストを設定している。

各スキルに対応、した授業内容とタスクを以下に紹介

する。

①毎日寺間日常的な場面を設定し(例:医者にかかる、

デートの約束をする等)、まず短い基本の会話ノ〈ターン

を練習したあと内容をふくらませていき、ベアでのオ

リジナルな会話に発展させる。

この取り組みの延長線上として、 2学期末には 6人

ずつのクソレーフ。を作ってそれぞれが 10分程度のスキ

ットを創作し、 8kit8howを行った。

②ALTによるまとまった話(今年度の話題例-

Halloween， Chicago， Mt. Fujiなど。すべて ALT本人

に身近な話題である)を聞きながらメモを取り、質問

に答えたりサマリーを作ったりする。また話の内容に

ついて積値的に質問をする。

③1学期末の課題として"If1 We1'e an Ent1'ep1'eneur" 

というスピーチを各自 2分程度で、行うた。盛り込む内

容としては、その事業を志す理由、成功に導くための

プロセス、全体的なメリット・デメリットなどを論理

的に分析し》因果関係をはっきりさせた具体的なスピ

ーチを心がけるよう指導した。どのような分野であれ、

こういった意識を持つことが効果的なフoレゼンテーシ

ョンを行う上での基礎力となるからである。

以下にスピーチの 1例を紹介する。

If 1 we1'e to be an entreprene1.u"， 1 would 1'un a 

company which treats DNA. Our DNA is made up 

of only fou1' elements; A， T， G and C. My c01npany 

will examine each DNA with PCR， 88CP and so on. 

These days， a lot of genes which are apt to cause 

some diseases have been found by scientists. 80 a 

lot of people will need my c0111pany because they 

will want to know whethe1' they have such genes 01' 

not. 

Then we will examine their DNA， and advise 

them凶ζethis. “You have a few genes which are 

apt to cause high blood pressm"e. 80 you should 

exe1'cise more than an hour a day." 

Om" examination of the DNA 111ay help nledical 

t1'eatments made to order. The effect of medicine 

出ffe1's仕omperson to person. We can tell each 

person the proper quantity of the nledicine. 

My plan has a lot of p1'oblems. Fo1' example， we 

must think about custome1"s privacy. 8till， as 

scientists elucidate the DNA cleare1'， 111y c0111pany 

will become veηimportant all ove1' the world. 

2.6高校 1年生 (60期)英語 I 担当:高橋深美

2.6.1 はじめに

高校 1年生は英語 Iの授業が 3時間、オーラル・コ

ミュニケーションの授業が 2時間である。なお科目の

性質上、私の担当の英語 Iでは、かならずしも科学的

題材だけでなく、広い分野における読解力・発表力を酒

養することを目標としている。

2.6.2 教材の扱い

担当者によっては授業を自主教材を中心に展開する

場合もあるが、今年度の英語 Iに関しては教科書

。11ω1刀 EnghshCo山 --se 1 を扱いつつ、およそ 2~果

ごとに関連した分野の発展教材を作成し、そちらも扱

うとしづ手法で授業を展開している。

2.6.3 一学期の取り組み

最初の 2課は 環境問題を取り|二げた 'You can 

change the world'およびマイナーな競技を取り上げ

た 匂niquespo1'ts' である。環境問題は重要なテー

マのひとつであるので、 2 課を終了した時点で

'Rainforests' (Oxfo1'd Bookwo1'm Level 2 )を購入さ

せ、ワークシートを作成して、特に重要と思われる章

をいくつか読解した。この本をホームリーダーとして

自宅で読ませる選択肢もあったが、この時点では授業

で使用した。

次の 2課は動物の知性を扱った εAlexthe par1'ot' 

と98歳で読み書きを習った GeorgeDawsonを取り

上げた 'Lifeis so good'である。'Lifeis so good' は

教科書では老いても学ぶ意欲を失わないアフリカンア

メリカンの話になってしまうが、彼の自伝には彼が実

にさまざまなことを経験して来たことが述べられてお

り、その一部を教材化してみた。特にまだ十代のうち

に自分の友人が彼の自の前で、白人たちに命を奪われる、

としづ経験を語った個所は、アメリカという国の過去

の一側面を生徒に強く語りかけることとなった。これ

に関しては生徒から rDawsonさんの経験を知ると教

科書の英文がとても軽く見えてくる」としづ感想、が寄

せられた他、後述するスピーチ原稿にも「日本語版だ

がDawsonさんの伝記を読んでみた、その上で考えた

ことを述べる」といったものがあり、生徒の関心を喚
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起するという点では成功したと考えている。

2.6.4 二学期の取り組み

2学期はまず教育実習生に、夏目激石の滞英時代を

述べた課 ‘Soseki in London'を担当させた。この課

を終了した後に 講談社インターナショナノレ版を参考

にして英語で語られた「坊ちゃん」の一節、特に赤、ンャ

ツと野だいこを坊ちゃんと山嵐が懲らしめる場面を教

材して使用した。「坊ちゃん」はよく知られた作品であ

るほか、教材化した部分が疋義感に満ちた熱血漢が描

かれているためか、当初こちらが予想したより、生徒

は意欲的に読んでいた印象をもった。

続し¥て 2学期は豆腐の歴史と現状を述べた‘Tofu:a 

world favorite' 人類の拡散の道筋を逆にたどった旅

路を述べた 'The Great Journey' 地雷撤去作業中

に重傷を負いながらも後に長野オリンピックの聖火ラ

ンナーを務めた CrisMoonを扱った 'Onestep 

beyond' を扱った。 CrisMoonの著作には邦訳版「地

雷と聖火j、教科書のレッスンと同名の 'Onestep 

beyond' 英語-版のみ)があり、当初は後者からの教

材化を検討したが、約400ページほどからなる書籍

の約 3分の 1がカンボジアでクメールルージュに技致

されてから解放されるまでの詳細な記録に費やされて

おり、なかなか教材として適した個所が見つからず、

授業において書籍の内容を紹介したのみで、教材化は

見送った。

この 3課に関しては、食文化を発展教材のテーマに

絞り、日本固有の食文化、アメリカにおける肥満の問

題、スローフード運動などを取り上げた。

2.6.5 スピーチの実践

2学期末には生徒にスピーチの課題を設けている。

今回は、これまで、に扱った教材ーに何らかの関連がある

ものをテーマにして 1分程度の発表をする、というこ

とにした。

本稿を書いている時点ではまだスピーチは未実施で

あるが、原稿は提出されているので、生徒が選んだテ

ーマのうち代表的なものを以下に紹介する。

1) r環境問題J関連

. Is C02 a real cause of Global Warming? 

. What should we do to protect the environment? 

. Ozone holes 

. Endangered species 

. Gorillas 

. How to reduce garbage 

2) r食文化」関連

. History of soybeans 

. Food cultures in China 

. Let's eat natto 

. Howto make企eeze-driedtofu 

. Howtom叫cetofu 

3) 夏目激石、 GeorgeDawson J関連

. About 'Kokoro' 

. Soseki's literary works 

. Botchan train in Matsuyama 

. 1000 yen bills 

. George Dawson's happpiness 

. George Dawson's life 

簡単なスピーチは学年当初にも行ったが、その時点

では特に声量、テンポ、アイコンタクトの 3点を指導

した。今回の指導の要点は、ひとつのテーマについて

語り、 coherentであること、 deliveryを充実させる

ことの 2点としている。今回の実践を踏まえて、より

発展的な発表活動を 3学期に実施する予定である。

2. 7高校2年生 (59期)英語E 担当:八宮孝夫

2. 7. 1はじめに

高校2年生が学習する「英語IIJにもなると、題材

も抽象的なものが増え、また 1回の授業で扱う分量も

多くなるので、ともすれば「音読Jなどがおろそかに

なりがちである。しかし、 oralcommlmicationのまず

第一歩は、音声による伝達がきちんとできることであ

り、そのためには日頃の音読をしっかり行うことが重

要である。

昨年度の高 1では、様々なジャンルの読み物、とり

わけギリシャ神話、ベオウルフなどの英雄語、ボブ・

グリーンのエッセイなどの実践を取り上げた。今年度、

高2では、あえて音読の大切さを再認識するような教

材を意識して取り上げたので、その報告をしたい。

2.7.2 
2.7.2.1 

1学期の実践

詩の授業

音読の大切さを認識させるためには、音読をするに

足る音声的に優れた作品に触れることが肝心と思い、

「詩Jを扱うことにした。近年、「詩」は教科書でほと

んど取り上げられない。申し訳程度に、裏表紙などに

お飾りとして載っているだけである。

しかし、だからとしりて、かつてのようにWordsworth

の Daffo出1sなどをいきなり取り上げても、学習者に
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は敷居が高いであろう。筆者は、導入として A.A.

M出leの子供のための詩を利用した。Milneは

問山1J.e-theてPoohの作者として有名であるが、 21Htの

プ一作品と並んで 2 冊の幼年詩集も書いている

(阿伍en院院re ~るとy お山g(邦訳『クリストフア

ー・ロビンのうたJl)と λlow杯争Are&以〈邦訳『くまの

プーさんとぼくJl)。例えば、 ¥Vordsworthと同じタン

ポボを主題にしたもので次のようなものがある。

vu 
組、d

A
山D

 

She wore her yellow sun -bonnet， 

She wore her greenest gown; 

She turned to the south wind 

And curtsied up and down. 

She turned to the sunlight 

And shook her yellow head， 

And whispered to her neighbour: 

"Winter is dead.円

まず、タイトルの Da宜odowndillyはdaffo出1の方言

名なので、初めは何についての詩かわからず、全体が

擬人法で、書かれているため、“she"が誰(何)であるの

か、読みながら推測する楽しみがある。また、最後の

一節句Ninteris dead"も、少しブラック・ユーモアが効

いている。音声的にも「弱強」からなる典型的な英語

の詩であり、各行末に韻も踏んでいる。何度も声に出

すうちに、だんだん花であることがわかっていく面白

い作品である。生徒と英語で interactionしながら展

開できるという利点もある。

このような作品を毎時間取り上げ、平行して Poet1ア

forおuとし、う英国の詩人C.Day Lewisの書いた詩の

入門の文章を読み詩の意義や技術的な点にも触れた。

詩ばかりでなく歌の歌詞(Simon& GarfunkleのIam

a Rockなど)も取り上げ、最後には桂冠詩人で、ある

TennysonのTheEagleとし、う短い詩を読んだ。生徒

の反応はさまざまで、あったが、学期末のパフォーマン

スで、詩を取り上げた生徒もいるので、追って紹介す

る。

2.7.2.2 くまのプーさん

高校 2年生で『くまのプーさん』か、と思われるか

もしれないが、 M出le の詩を扱った流れで、

VVu1J.ue-theコPoohも読むことにした。以前、中学 3年

生のテーマ学習としづ選択授業で扱い、作品に用いら

れている言葉遊びの巧みさに驚いた。とりわけ、音声

を意識しないと面白さのわからない言葉遊びもあり、

たわいのない筋立てだが侮れない作品である。言葉遊

びの 1例を挙げると、イーヨーというロパの尻尾がな

くなり、プーさんが森の長老であるフクロウのアウル

に助言を求める。尻尾を探してくれた者に、報奨金を

出せばいいという意味でアウノレは次のように言う:

“The thing to do is as follows. First， Issue a 

Reward. Then~' 

これに対して、プーは“Justa moment. 羽市atdo 

we do to this -what you were saying? You sneezed 

just as you were going to tell me."と言って、[なぜく

しゃみするのか」と尋ねるのである。これは、語葉の

少ないプーが lssueとしづ誌を知らないために勘違い

して起こる言葉遊びであるが、音声的な視点がないと

それがわからない仕組みになっている。

これは 1例であるが、これ以外にも、それぞれの登

場人物の描き方が優れており、高校 2年生にも充分楽

しめ、かっ勉強になる作品でιうるO授業展開としては、

事前に 1章分プリントを配布しておき、内容理解の質

問を与えながら、言葉遊びのポイントを発見させる。

授業では英語で interactionし、筋を追いながら、言

葉遊びのポイントを質問しながら解説してし、く。プー

さんの朗読 CDは複数発売されており、比較しながら

聞かせるのも効果的である。

課の終了後、感想をレポートにまとめる課題を出し

た。一つ紹介する:

'Winnie-the-Pooh" is a 伊プeat story. Frankly 

speaking， 1 have never read a child!'en's stoηthat 

was organized and amusing as this one. For me， it 

was fun to reveal the intention of the author. The 

author uses many techniques such as rhymes and 

visual effects. These efforts make Pooh different 

仕omthe other children's stories. 

Characters in “Wimue-the-Pooh" all have 

di宜erent personality， which makes the story 

interesting. Everyone likes pooh， who is a little 

foolish but likable. Coward Piglet has a high 

popularity because of his stupid mistakes. 

Perhaps， child!'en凶a these characters because 

they 位 e cute， and also children can have a 

condescending attitude toward them. 

As I've mentioned， the author uses various 

methods to give hints to the readers. Even 

っ、υ



pictures give clues to the mystery. 1 felt as though 

1 was a detective trying to find out the answer to 

Pooh's problem while reading (Pooh can't possibly 

五gureout the truth!). The story 1凶cethe most is 

the story which Eeyore loses a tail. 1 didn't realize 

that Eeyo1'e's tail was辺ustratedthe first time 1 

read it. Afterwards， 1 felt triumph as 1 found 

Eeyore's tail used as a bellrope of Owl's house. 

1 unde1'stand why this story has been popula1' fo1' 

a long time. 1 enjoyed reading it very much. ln 

my opinion， the original is better than the Disney 

version(I've changed my mind!}. 

レポートは必ずしも英語による感想を要求しなかっ

たが、この感想は多くの生徒の感想、を反映しているも

のである。最後に theDisney versionとあるのは、デ

ィズ、ニーのアニメ版プーさんも比較のために見せたた

めである。オリジナルと異なるバージョンと比較させ

ることができる点も、この作品が教材としても優れた

点である。

2.7.2.3 A Tour of the Brain 
これは、音声重視の教材とは異なる。学期ごとにあ

まりジャンノレが偏らぬように、文学的な作品と同時に

科学的な読み物も取り入れるようにしているためであ

る。 Unicorl1English COl.lrse 11 のLesson5であるが、

本来、米国の雑誌TII¥四に載った記事に基づいた教材

である。しかし、本来の記事を相当圧縮しており、元

の記事とは、論旨が代わっていたり、異なる段落が一

つに繋がれていたりして、必ずしも、読みやすい教材

とは言えなかった。男女の脳のどちらが優れているか、

としづ話題も、どちらと断定できるわけではなく、結

論も教育現場に配慮、したものになっており、その点で

も，元の記事の趣旨どは具なっていた。もちろんp寺田

(2008)のような実践もあり、扱い方によっては面白

い教材で、ある。

2.7.2.4 1学期の発表活動

昨年と同様、扱った教材のフィード、バックとして、

生徒に 1学期の教材に関して英語による発表を求めて

いる。指示は以下の通りである:

*今学期の「パフォーマンス・テストJ

以下のテーマから 1つ選んで、2分以内でスピーチする

ニシ。

1)詩について:扱ったものを選んで、解説・感想、を述べ

る。好きな詩、歌の歌詞について紹介する。

2)くまのプーさんについて:章を選んで、サマリーを作

る。感想を述べる(言葉遊びについてなど)。 ディズ

ニーとの比較など。

3)脳について:男子校 vs共学校の良し悪しなど(2人

でディベートしてもよし、)。脳について、解説する。

日程 :7月 8日、 9日(出席番号j粉

発表は、期末考査後の特別時間害IJの時間に 2時開設

定した。実際に発表したテーマを以下にいくつかあげ

る:

1) Poetry for You関連

Nursery RhymeのLondonBridgeの紹

介

Pippa's Song (by Robert Browning)の紹介

Life is ... (by Mother Teresa)の紹介

Bridge Over Troubled vVater (8 & G)の

紹介

Biography of William ¥Vordsworth 

Chicken Lips and Lizard Hips (言葉j墜び)

Japanese Tanka 

2) Winnie-the-Pooh関連

1""'5章の summary

未修の 6章 summary

the theme song ofWinnie-the-Pooh 

The House at Pooh Cornerの紹介

3) Brain関連

“Game" brain 

TV drama “Mr. Brain" 

Early Childhood Education 

Japanese Memorization Techniques 

''Mozart'' Effect 

Brain Trainingω出トレ)

Neuromyth 

なお、補足資料としてそれぞれの発表例をあげる。

(別紙資料)

2.7.3 おわりに

当初日寺j について、関心を持ってくれるか不安だ

ったが、発表を見る限り、こちらの意図を汲んで、時

間が許せば取り上げたであろうような詩をあげる生徒

が多かった。恒leBeatles， ABBA， Michael J acksonと

。ム
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いった歌手の歌詞も取り上げられた。とりわけ、

Michael J acksonは直前に亡くなったこともあり、

tributeとして取り上げたようだ。

防空l1111e・the-Poohについては授業で担えった以外の章

や、月IJのシリーズについて言及してくれたものもあっ

た。ディズニーのプーのテーマメングをかけながら、

その内容を扱ってくれた者もいた。やはり、子供の頃

日本語で読んだプーを再度英語で読むというのはいい

経験になるようである。

Brむnは、テーマが難しいと思ったが、 Iゲーム脳」

「脳卜レJなど、意外に身近なテーマで、あった。 }Ii近事

態の働きを説明した生徒もいたが、術語に難しいもの

が多く、そのあたりを事前に聞き手に伝えておくべき

で、あった。

実際の音声や板書を活用するなど、高 1のときの発

表よりも、幾分進歩があったように感じられた。さら

に、パラグラフなどを意識した発表原稿になるよう指

導したい。

2.8 高校3年生 (58期) 担当:加藤裕司

高校 3年生の SSH関連の授業の実践は、同じ学年

を今年度も担当したので、昨年とほとんど変わらない。

科学関連の教材を多く読ませるように努めた。高3は

入試を控えているので、入試問題で科-学の話題をあつ

かったものを教材として用い、生徒のモチベーション

を高めた。科学の教材は、それ以外の、文学的、歴史

的、哲学的教材とは違って、いわゆる「説明文」が多

いので、専門用語さえわかれば、意味はとれたようで

ある。この意味で、科学的語棄を、もっと低学年時か

ら指導しておけば、さらに読み取りが容易になったと

思われる。

科学の話題を扱った教材として読んだのは、以下の

ような話題のものである。

(伊Ij)・ VirtualSchool 

.DNA 

. Newton冶E>.."})er・imentwith Prisms 

. Stress 

. DNA Testing 

. the Process of Writing 

. the Physical Basis of the Mind 

これらの話題のうち、 'Newton'sE>.."})eriment with 

Prisms'について述べられたものの一部は以下の通り

である。

Different accounts exist of why Newton gave the 

rainbow， 01' white light spectrum， seven cololu's-

violet， indigo， blue， green， yellow， orange and red. 

One account involves rus interest in musical 

ha1'monies， where there are seven distinct notes in 

the scale. Newton， the story goes， proceeded to 

出町deup the spectrum into spectral bands with 

'width' (1'anges of wavelengths for each colo1') 

corresponding to the ratios of the small whole 

numbers in the scale. Another account involves the 

culture of the time， in which the nUlllber seven had 

magical 01' biblical significance. Either way， 

Newton's seven colours are not the best choice. If we 

are to di吋deup the spectrum into the colours we 

perceive， although strictly the colOlu's do merge to 

for111 an infinite sequence， then today we prefer to 

omit indigo仕0111Newton's categorization. lndigo is 

not reaIly seen as a separate cololu'. This leaves the 

modern spect1'um with the order: violet， blue， green， 

yellow， orange， red. Six colours. 

3 まとめ

本校英語科教員による実践報告は以上である。各教

員が共通のガイドラインとして、中学 1・2年では、

まず人前で、きちんとしたスピーチをするという練習を

行い、それ以降の学年で、それぞ、れに内容のあるスピー

チ、および科学的内容を織り込んだスピーチの組み立

てを行う、という認識を持ち、それを個々の授業計画に

従って実践していることがわかっていただ、けると思う。

ただし、中学・高校で扱える、汎用性のある科学的

教材の開発はまだ、十分ではなく、一方で、低学年に

おいては習得した言諾材

る内容にも制限が自-ずずr、と生じてくる。今後は発達段階

に応じたシステマティックなカリキュラムにつながる

ような教材の開発と実践を行し、たいと考える。
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別紙参照

中学 2年生① ~~況弘
中2英語 1学期スピーチ原稿

タイトJレMyDream

注意

・スピ}チ時間は l分以内{昨年度と向じようにビデオカメラで鐙影する}

原穣はこの用紙を厳えない範囲に恨めること(スピーチ終了後提出}

・きちんと B本58で構成を考えてから書き始めること{験科書I舟 S剖 n5a-参考にすること)

.銀点のポイントは次の5項白とする.

声量、スピード、正しい発音、アイコンタクト(開き手の方を見ているか)、内容(原稿)の

わかりやすさ
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中学 2年生 ② 

中2英語比較級・最上級1・原級)練習問題@
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高校 1年生 オーラルコミュニケーション I

2009 H1Nl Flu and You 

What is 2009 H1Nl flu? 

2009 HINl Creferred to as swine flu early on) is a new inf1uenza virus causing illness in people. 

This new virus was first detected in people in the United States in April 2009. This virus is 

spreading仕omperson-to・personworldwide， probably much the same way that regular seasonal 

influenza viruses spread. On June 11， 2009， the World Health Organization (WHO) signaled that 

a pandemic of 2009 H lNl flu was underway. 

What are the signs and symptoms of this virus in people? 

The symptoms of 2009 HINl flu virus in people include fever， cough， soar throat， runny or stu的r

nose， body aches， headache， chills and fatigue. Many people who have been infected with this 

virus also have diarrhea and vomiting. Severe illness and death has occurred as a result of illness 

associated with this virus. 

ハh
u

円

δ



高校2年生 ① 

Mother Teresa is a Catholic sister who devoted her life for poor people and 

orphans iri India. She also established an diocesan congregation called 

Missioneiries of Charity (and it is called神の愛の宣教者会， in Japanese.) The 

congregation is now maintained by her successors. In 1 979， She r~ceived a 

Novel peace prize for her effort. 

She is very famous for her kindness， and the poetry made by her is also 

famous for same reason. 

This poet prin主edon your handouts， is one of her best work. 

Life Is … 

Lifeis an oppo円unity，benefit from it. 

Life is beauty， admire it 

Lifeis bliss， taste it. 

Life， is a dream. realize it. 

Life is a challenge， meet it. 

Life is a duty， complete it. 

Lifeis a game， play it. 

Life . is a promise， fulfill it. 

Lifeis sorrow， overcome it. 

Life is a song， sing it. 

Life is a struggle， accept it. 

Life is a tragedy， confront it. 

Life is an adventure， dare it. 

Life is luck， make it. 

Life is too precious. do not destroy it. 

Life is life， fight for ;t. 

-Mother T eresa 

The amount of poetic techniques on this poem is not so many， but 

repetition of simple forms makes the poet beautiful， essencial and attractive. 

1 think what Mother Teresa is trying to say， is people's life is extraordinary 

difficult， it is true that you may have bunch of trouble and feel depressed about 

it， but life is beautiful， take a positive attitude toward it and you will be able to 

e吋oyyour life. 

1 think we should remember the fact that life is precious and beautiful， and 

get along with difficulties. 
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高校2年生 ② 

英語スピ}チ 2-4 

Hello， class. Today 1 made a 8ummary of chapter 6 from 

Winnie-the-Pooh. It i8 a story about Eeymぜ8birthday. 

One day， Eeyore 8tood beside a s主reamand was feeling miserable. 

Then Pooh came out of the bracken behind him and Eeyore complained that 

it was his birthday， but no one noticed it. Because Eeyore looked 80 sad， 

Pooh decided to give a pre8ent for him and went home. 

When Pooh reached his house， he 8aw Piglet in front of his house 

trying to reach the knocker. Pooh was kind enough to knock it for him， even 

it wa8 his own house. Pooh and Piglet talked to each other and Pooh 

decided to give honBy for a present and PiglBt decided to give a balloon. 

Then Pooh took 80me honey in a jar and went off for Eeyore. But on 

hi8 way， he felt a funny feeling and he started to eat the honey. After he ate 

all the honey， he remembered that he was going to give -it to Eeyore. He 

thought for a while and decided to give the jar as a useful pot. He wanted to 

write “A Happy Birthday" on it， so he went to ask Owl to do it. But when he 

asked Owl to write “A Happy Birthday"， Ow 1 wa8 unsure of spelling of it and 

wrote:“HIPY P APY BTHUTHDTH THUTHDA BT豆UTHDY". Pooh felt it 

was too long， but Owl explained that it say8:“A Very Happy Birthday with 

love企omPooh" 

At that time， Piglet was running with his bal1oon. But he ran too 

fast， so he fell down and burst the balloon. Then Piglet went to Eeyore 

sadly and explained that his present had burst and became into small pieces. 

But when Pooh came with his pot later， Eeyore became excited that he can 

put the balloQn in the pot. Pooh thought a balloon was too big to put in the 

pot， but because the balloon i8 now 80me 8mall piece8. Eeyore could put the 

-balloon in and out of the pot and he was very happy. 
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